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研究成果の概要（和文）：近世の狩野派研究において、従来ほとんど顧みられてこなかった肖像

画について研究をすすめた。結果、成果として次の４点を挙げ得る。①近世初期の探幽、安信、

常信を中心に書籍や図録掲載および展覧会などで知り得た肖像画のリストを作成した。これに

より、彼らの制作の人的基盤がかなり具体的に把握できるようになった。その人的交流には従

来、認識されていなかった人物、方面のものも含まれており、またこの交流は肖像画以外の彼

らの作品の享受者、発注や制作事情の解明にも通じる。②として①のリスト化のなかから特に

重要と思われる作品の実見・調査を行い、細部の写真データおよび作品の状態についてなどの

データを得た。あわせて関連の文字、画像資料を収集した。③有賛作品の一部について賛の翻

刻、語釈、意訳をした。賛の読解は①の人的交流のありよう、その背景となる思想や嗜好、ひ

いては制作事情を考える手がかりとして重要である。④②の実見作品の一部について論文等で

公表した。以上のように、今後の近世狩野派の肖像画ひいてはその作画全般について、極めて

有効かつ基礎的なデータの蓄積が実現できた。ただし、肖像画は公的機関に所蔵されることが

少なく、像主ゆかりの寺院や個人の所蔵であるものが多いこともあり、調査が実現できなかっ

たものが比較的多い。そのため、個別作品研究が当初の予定ほどすすまなかった点を反省して

いる。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
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１．研究開始当初の背景 
室町時代以降近代まで 400 年もの間、画壇

の長であった狩野派は従来の狩野派の研究
は、日本絵画史を考える要となる。そのため、
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狩野派についての研究は少なくないが、それ
らは主に、傑出した数人の画家および作品を
扱っており、そこに肖像画が含まれることが
比較的少ないこと、加えて近世についてはご
く一部の画家が取り上げられるのみである。
従って、近世の同派の肖像画についてはほと
んど顧みられてこなかった。そのようななか
研究代表者は『寛永文化の肖像画』（2002 年、
勉誠出版）において、近世初期の探幽、安信
による肖像画を取り上げ、彼らの肖像画の様
式的特徴、制作基盤となる人的交流などを明
らかにした。そこで、本研究において、拙著
での試みを、対象とする画家、作品をより広
範にすることを計画した。 
 
２．研究の目的 

近世の狩野派によって制作された肖像画
について、(1)多くの未紹介作品があるがそ
れらを発掘、整理し、重要作品の紹介、位置
づけを行うこと、(2)画面上の賛文あるいは
関係する他の絵画、文献資料などによって画
家をめぐる人的ネットワークの検討し、作画
環境、作画の実態を明らかにすること、(3)
同派の肖像画の様式的特徴とその展開を明
らかにすること、(4)日本における肖像画と
いうジャンルのあり方を検討すること、を主
目的とする。加えて副次的な目的として、肖
像画研究を効率的にすすめるためのデータ
集積、分析および調査などの方法モデルを提
示することも目指す。 
 
３．研究の方法 

 図録、書籍などに掲載される肖像画のリス
ト化に基づき、重要と思われる作品の実見と
調査を基本とする。その上で、実見作品の詳
細なデータ蓄積、考察成果の発表を行う。 
 
４．研究成果 
○図録、書籍などに掲載される肖像画のリス
トの作成（未公表） 
○調査写真、データの蓄積（未公表） 
５．主な発表論文等 
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